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地震時の 横方向

地盤反力係数

A 1・ 横方 向地齦 力係数

　横方向地盤反力係数に つ い て は ， 次 に述べ る よ う

な考え方に よ っ て い ま す 。

　地盤は弾性体で はな く，深 さ方向に も密度や圧縮

性が変わ る もの で ，
い わ ば非線型 を有 して い ます 。

し たが っ て 横方向地盤反力係数は 変位量 と ともに変

化します。

　横方向地盤反力係数に は次の 性質が あ ります 。

　  　ひ ずみ依存性

　  載荷幅 に よ る依存性

　  　載荷時間に よ る依存性

　 こ れ らの 性質の ほ か に も，密度 に よ る変化，試験

方法と実構造物の 載荷状態 との相違な ど， 複雑な性

質 を有 し て い る もの と考 え られ ます 。

一般的 によ く

使われ て い る公式 として次の （1）式があ ります 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿　

　　　kh＝ O．8 ・Eo．B4 （kgf／cmS ）……一 ・………・…（1）

　 こ こ に ，

　　　kn：横方向地盤反力係数 （kgf／cmS ）

　　 E
。

： 変形係数 （  f／cmZ ）

　　　B ：杭径 （cm ）

　Ee は変形係数で す が
， 地盤が粘性土の 場合は ， ボ

ー リ ン グ孔内で測定した地盤 の 変形係数 （kgf／cm2 ）

や ， 供試体の 一一・tsま た は 三 軸圧縮試験 か ら求 め た変

形係数 （kgf／cm2 ）に よ り求 め て い ます 。 また
， 砂質

土地盤で は ， 地表面か ら 1／βま で の 平均 N 値 よ り

E
。

＝ 7・ヱ〉 で推定 し た変形係数（kgf／cm2 ）に よ り求め

られ て い ます。
つ ま り，   式 は地盤 の ばね定数で あ

っ て静的 ・動的 な区別 は あ りませ ん 。 （1）式の 性格 と

No ▼ e 皿 ber， 19S3

し て
，

島 は杭径の増大に つ れ て 減少す る性質を有 し

て い ます が，杭径 がある程度大 き くな る と一定値 に

収束する とい う性質をも っ て い ます 。

2． 地震時に おける低減

　地震時 に地盤が液状化 の 可能性が あ る場合 ， 以下

の 考 え に よ っ て横方向地 盤反力係数を低減し て い ま

す 。

　 日本建築学会 の 「建築基礎構造設計指針 （1988）2

で は ， 各深 さ に お け る 地盤 の 液状化発生率 Fsを計

算 し， 地盤 の 深 さと 2＞a （補正 N 値） との関係か ら

低減係数　r κ を定 め て い る
。 杭基礎 を用い る場合，

杭 の 水平変位量 ， 杭 の 曲げ耐力等の 検討 に際 し横方

向地盤反力係数を低減す る こ と を推奨 して い る 。

　表
一4．5．1 に低減係数を示すが 詳細は同指針を・参

照 し て 下 さ い 。

表一4．5．1 水平地盤 反 力係数の 低減係数
2）

液状化発生 に

対 す る安全率
君 の 範 囲

Fl≦ 0．5

0，5＜Ft≦0．75

0．75くFt≦ 1、0

地表 面か

ら の 深 さ

x （m ）

水平地盤反力係数に 乗 じ る低減係数 rk

N
・ ≦88〈凡 ≦1414＜凡 ≦・・b・＜凡

艇訓1
0≦ x ≦ 100

10＜ 2 ≦20　0．05

0≦ x ≦ 1  　0．05
10＜ x ≦20　0．1

　

5

　

0000

．050

，11200

50100O

．10

，2

ワ一
尸
000

12000

．20
．50

．51
．0

3．7．4 土質定数を低減させ る 土層とそ の 取扱い
s）

（1） 3．7．2 に よ り液状化す る と判定 された 砂質土 層は，液状 化に

　対す る 抵 抗率 F 五 の 値に 応 じ て 耐 震設計上土 質定数 を低減 させ

　るもの とす る 。 こ の 場合の 土 質定数 は，そ の 土層が液状化 しな

　い もの とし て 求めた土質定数 に 表一3．7．1 の 係数 D 君 を乗 じ て

　算出す る もの とす る。

　　なお，D β
＝0 の 揚合の 土層 を耐震設計上 土質定数 を零 とす

　る土層 とする 。

　　　　　 表一3，L1 土 質定数に乗 じ る係数 DE

FL の 範 囲
現地盤面か ら の 深度

　　　工 （m ）
土質定数 に乗 じ る 係数
　　 　 　DE

F ム≦0．6 0≦ ¢ ≦ 10

10〈 ヱ ≦ 20
01

／3

0．6くF 乙 ≦0．8
0≦ エ ≦ 10

10〈 ヱ ≦ 20

1〆32

／3

0，8く＆ ≦1．0 0≦ ∬ ≦ 10

10く ヱ ≦ 20

2／31

（2） 3．7．3の 規定 に よ りご く軟 弱 な 粘性 土層お よび シ ル ト質土層

　 と判 定 され た 土層 は，そ の 上 質定数を耐震設 計上零 とす る。

  　土質定数を耐震設計上零あ る い は低減させ る土層の重量 は，

　それ 以下 の 地盤に 対 して 負載重量 と して 働くもの とする 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 土 質柱状図
図一 1　地盤 の 液状化の 検討 か ら基礎構造設計 の フ ロ ー （超高層建築の 例），土質柱状図

　ま た，土木関係 の 指針 と して は，道路橋示方書 の

V 耐震設計編 （1990．　2）が あ り， 以下に 示 す要領

に よ り土質定数を低減し て い ま す。こ の 考え方 は建

築基礎構造設計指針 と同様で あ り詳 し くは 同示方書

を参照 して下 さい
。

3．　 設計例に つ い て

　建築物 また は土木構造物 の 建設地盤 を綿密に地盤

調査 を行 い
， 液状化層 の 有無お よび 地震時に お ける

液状化の 可能性等 を検討 します。液状化の判定に 際

し て は ， 地表面 にお ける設計用水平加速度を決 め る

必 要が あ る が
， こ れ に は建設地 と想定す る震源 との

距離， 地震 の 大き さ ， 過去 の 震害記録， 地震 の発生

す る頻 度等総合的に検討 して 決め られ て い ます 。

　液状化対策と し て は，地盤そ の もの を強化する方

法 ， 杭基礎 の 方 を強化す る方法，そ の 両方 を考え て

お く揚合が考え られ ます。 どの 方法 を採用する か は
，

建物 の 重要度 ， 予想され る地震 の 頻度 ， 対策費等を

総合的に検討 して決め られ ますが ， 通常 の 場合は杭

基礎 の 設計に前述の 土質定数 の低減 を考え た方法が

多 い よ うで す 。 積極的に地盤改良に よ り原地盤 の 2＞

値を増加 させ る方法が採用 され る ケ ー
ス もあ ります “

図一 1 に幕張地域に お け る 実施設計 の フ ・ 一を示

し参考に供 し ます 。

　　　　　　　　 参　考　文　献

　1）

）2

）3

日本建築セ ン ター
： 地震力に対す る 建築物 の 基礎の

設訐指針，198生

日本建築学会 ：建築基礎構 造 設 計 指針 ， P。163，
1988．

日本道路協会 ：
”L 共通編

卿

，

qrv
．下部構造編

”

，　V ．
耐震設計編 ， 道路橋示方 書 ・同解説，p・43，

1990．
4） 土質工 学会編 ： クイ の水 平抵抗小特集号 ， 土 と基礎 ．

　　VoL 　25，　 Ne ．8，1977．
5） 福井 蜜 ・内田直樹 ・大 和田精一 ・高垣利夫 ：超高

　　層建築に おける基礎の 考え方 ， 基礎 エ， Vo1．19，
　　No ．1

，
　 pp．23〜33，1999．

　　　　（回答者 ；福井　蜜 　  日建 ソイ ル リサーチ）

　　　　　　　　　　　　　　（原稿受理　1993．5．31）

80
ゴニと基礎，41− tl（43D）

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


